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研究の背景及び目的

がん転移の早期診断は、生命予後改善に繋がるだけでなく、転移の進行を制
御可能な新規治療法・治療薬開発にも通じる。乳癌等の上皮癌においては、
血中循環腫瘍細胞（CTC）による診断方法が広く検討されているが、骨軟部
肉腫の非上皮癌では研究例が少ない。医学・工学両観点から、肉腫のCTCを
高精度に検出するデバイス開発を目的とする。

期待される効果・応用分野

骨軟部肉腫患者における高精度なCTC検出方法を確立できれば、転移メカニズムおよび転移抑制
機構を解明することにも繋がる。がん細胞そのものの解析となるため、他のリキッドバイオプシ
ーにはない正確な病態把握を可能とする。その結果、転移形成の早期段階を標的とする新規治療
法の開発にも通じ、肉腫細胞の根絶を期待できる。適切な早期治療により、骨軟部肉腫患者の大
幅な生命予後改善が期待できる。
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